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つ
ぎ
に
、
こ
れ
も
本
稿
で
取
り
上
げ
る
薄
井
一
族
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
も

の
を
述
べ
て
み
よ
う
。
薄
井
も
明
治
以
後
、
か
ん
ば
し
く
な
い
評
を
も
た
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
鷲
子
村
（
現
美
和
村
鷲
子
）
の
郷
士
で
豪
農
、
豪
商
の
一
族
で
あ
る
。
彼

ら
は
一
族
で
行
動
し
た
の
で
、
一
括
し
て
紹
介
し
て
い
く
。 

 

「
水
府
系
纂
」
八
二
巻
に
よ
れ
ば
、
そ
の
祖
は
佐
竹
の
家
来
で
鷲
子
城
主
小
野
崎

舜
通
に
仕
え
、
佐
竹
移
封
後
は
同
村
に
代
々
土
着
し
、
や
が
て
水
戸
藩
の
郷
士
に
取

り
立
て
ら
れ
た
と
あ
る
。
地
元
に
は
、
こ
れ
と
一
寸
異
な
る
伝
承
が
あ
る
が
、
確
た

る
証
も
な
い
の
で
、
俗
諺
、
風
聞
の
類
と
し
て
お
く
。 

             

   

る
の
で
、
そ
の
豊
か
さ
が
想
像
で
き
る
。
ち
な
み
に
こ
の
史
料
は
、
そ
の
人
名
か
ら

安
政
三
年
以
前
で
、
そ
れ
か
ら
あ
ま
り
湖
る
時
期
で
は
あ
る
ま
い
。
結
城
派
と
し
て

処
罰
さ
れ
た
立
原
伝
十
の
各
も
み
え
る
。 

さ
て
、
実
際
に
藩
へ
の
献
金
だ
が
、
そ
の
実
態
を
示
す
の
が
目
的
で
は
な
い
の
で

一
応
紹
介
す
る
形
と
し
た
い
。 

特
殊
な
例
と
し
て
は
、
後
述
す
る
馬
頭
村
の
星
家
の
史
料
に
、
嘉
永
二
年
一
一
月

六
日
に
星
小
野
衛
門
が
薄
井
七
左
衛
門
に
出
し
た
史
料
が
あ
る
の
で
示
す
。 

一 

金
六
拾
両
也 

右
結
城
様
へ
御
届
金
慥
に
相
受
取
申
候
追
而
先
様
御
手
形
御
返
し
可
申
上
候

以
上 

と
い
う
、
ま
っ
た
く
結
城
と
の
直
取
り
引
き
の
証
拠
と
な
る
史
料
で
あ
る
。 

そ
う
し
た
以
外
、
薄
井
一
族
へ
は
、
た
び
た
び
藩
庁
へ
の
献
金
が
命
じ
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
、
七
左
衛
門
家
の
史
料
に
、
弘
化
年
間
異
国
船
渡
来
に
付
二
五
○
両
、
江

戸
地
震
の
為
一
○
○
両
と
か
が
積
み
重
な
り
、
嘉
永
元
年
に
は
〆
三
千
両
の
上
納
金

を
し
た
と
あ
る
。
ま
た
以
後
も
度
々
上
納
金
は
差
し
出
さ
れ
、
結
城
派
の
大
き
な
資

金
源
と
し
て
の
カ
を
示
し
た
。 

天
保
以
後
、
改
革
派
は
献
金
郷
士
を
冷
遇
し
た
。
村
々
に
は
改
革
派
に
組
し
た
郷

士
、
村
役
人
が
出
現
し
、
旧
来
の
郷
士
に
活
躍
の
場
が
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
結

城
派
が
弘
化
元
年
以
後
反
動
的
な
行
為
を
な
す
姿
勢
が
出
た
。 

こ
の
対
立
が
残
っ
て
い
る
村
々
へ
、
弘
化
三
年
、
四
年
と
結
城
派
へ
の
大
弾
圧
が

襲
っ
た
の
で
あ
る
。
立
場
は
逆
転
し
、
改
革
派
同
調
者
の
天
下
と
な
っ
た
。 

薄
井
家
に
出
さ
れ
た
処
罰
は
次
の
よ
う
だ
つ
た
。（『
水
戸
藩
史
料
』、「
南
梁
年
録
」、

岡
山
家
史
料
、
星
家
史
料
、
薄
井
家
史
料
な
ど
で
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
意

味
を
整
え
た
）
四
年
一
○
月
一
一
日
付
、 

右
之
者
儀
結
城
寅
寿
へ
党
与
致
し
不
相
済
所
行
有
之
尚
又
入
牢
中
密
々
牢
外
へ 

一
族
が
繁
栄
を
み
せ
始
め
る
の
は
、
四
代
友
衛
門
昌
敏
か
ら
で
、
水
戸
藩
へ
の
莫

大
な
献
金
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
献
金
郷
士
」
と
な
り
、
そ
の
最
も
栄
え
た
時
代
の

一
族
は
、
図
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
後
述
す
る
都
合
も
あ
る
の
で
、
分
家

七
左
衛
門
の
子
息
宗
作
の
妻
の
実
家
、
馬
頭
村
（
現
栃
木
県
馬
頭
町
）
の
星
家
に
つ

い
て
も
記
載
し
た
。 

 

水
戸
領
の
郷
士
に
は
、
村
々
の
猟
師
支
配
の
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
日
常
の

生
活
の
中
で
使
用
し
て
い
る
鉄
砲
を
持
っ
て
集
ま
る
そ
の
集
団
は
、
戦
闘
要
員
と
し

て
当
時
第
一
級
の
装
備
を
し
た
部
隊
と
な
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
郷
士
の
力
は

強
大
で
あ
っ
た
。
嘉
永
六
年
の
薄
井
一
族
に
は
、
三
人
の
郷
士
が
い
た
の
で
そ
の
支

配
は
村
、
鷲
子
村
、
氷
之
沢
村
、
小
田
野
村
、
大
岩
村
、
小
舟
村
、
松
之
草
村
、
油

河
内
村
、
吉
丸
村
、
中
居
村
の
九
ケ
村
で
か
な
り
広
い
範
囲
で
あ
っ
た
。
一
族
は
こ

の
村
々
に
強
い
影
響
を
も
っ
た
。
村
役
人
を
始
め
庶
民
ま
で
様
々
な
形
で
一
族
と
つ

な
が
る
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
古
い
も
の
で
は
、
小
舟
（
現
緒
川
村
）
の
山
口
家
に

は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
「
紙
問
屋
鳥
子
薄
井
」
の
印
形
の
残
っ
た
資
料
が

現
存
す
る
。
ま
た
、『
常
陸
紀
行
』
に
も
薄
井
は
「
紙
を
ひ
さ
ぐ
事
を
業
と
し
、
郷
中

に
名
あ
り
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
一
帯
は
い
ず
れ
も
山
が
ち
の
村
々
で
あ
っ
た
為
か
、
猟
師
の
人
数
も
多
く
、

大
岩
村
一
五
挺
、
小
田
野
村
一
六
挺
と
い
う
よ
う
に
、
約
百
挺
を
こ
え
た
数
の
鉄
砲

隊
が
構
成
出
来
る
だ
け
の
カ
が
あ
っ
た
。
こ
の
勢
力
は
、
彼
ら
が
郷
士
に
な
っ
た
時

そ
の
ま
ま
率
い
る
こ
と
の
出
来
る
猟
師
達
だ
っ
た
。 

同
家
の
財
力
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
年
代
は
不
明
だ
が
「
水
陽
高
名
家
案
内
」
と

い
う
番
付
が
あ
る
。
東
の
大
関
木
内
兵
七
、
関
脇
大
内
要
助
、
小
結
近
藤
長
四
郎
と

い
ず
れ
も
那
珂
湊
き
っ
て
の
豪
商
で
、
全
国
へ
名
を
轟
か
せ
た
家
々
が
な
ら
び
、
西

の
方
は
、
大
闘
が
鷲
子
薄
井
友
衛
門
、
以
下
関
脇
に
太
田
の
小
林
彦
次
衛
門
、
小
結

水
戸
の
大
高
織
衛
門
と
つ
づ
き
前
頭
六
枚
目
に
鷲
子
の
薄
井
定
兵
衛
と
い
う
順
で
あ 

    

致
通
絡
侯
儀
御
糺
明
之
上
ニ
は
恐
入
候
旨
雖
有
之
右
党
与
之
儀
二
付
而
は

追
々
相
達
候
振
も
有
之
候
所
不
相
用
段
不
届
之
至
ニ
付
申
付
様
雖
有
之
全
容

赦
百
姓
へ
相
返
シ
向
後
心
得
振
不
相
改
ニ
お
ゐ
て
は
厳
重
可
申
付
も
の
也 

と
い
う
こ
と
で
、
前
述
し
た
よ
う
な
処
分
が
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

寺
門
登
一
郎
の
所
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
政
争
上
の
対
立
問
題
か
ら
発
生
し

た
事
柄
で
あ
っ
た
。
犯
罪
と
か
、
不
埒
の
所
業
と
か
、
職
務
の
怠
慢
と
か
横
領
、
そ

の
他
の
い
わ
ゆ
る
刑
事
罰
、
破
廉
恥
罪
を
犯
し
て
の
刑
罰
で
は
な
い
。
政
治
上
の
争

い
に
負
け
た
の
で
あ
る
。
一
族
は
こ
れ
以
後
水
戸
藩
庁
の
監
視
下
に
お
か
れ
た
。 

彼
ら
と
と
も
に
、
反
改
革
派
の
道
を
歩
む
人
々
は
ど
う
し
て
も
そ
の
屈
辱
を
拭
う

為
の
努
力
と
強
い
気
力
を
も
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
自
然
の
事
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
政

争
に
負
け
た
み
じ
め
さ
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。 

  

薄
井
友
衛
門
の
息
子
も
一
人
は
上
野
で
戦
死
、
一
人
は
榎
本
武
揚
の
艦
隊
に
乗
り

込
ん
で
函
館
ま
で
い
っ
て
戦
っ
た
。
友
衛
門
そ
の
人
は
一
切
の
財
産
と
郷
士
を
す
て

て
、
江
戸
に
潜
ん
で
慶
喜
に
従
っ
た
旗
本
と
共
に
、
静
岡
に
の
が
れ
た
。 

友
衛
門
の
娘
が
江
戸
商
人
に
嫁
ぎ
、
そ
の
子
が
歌
舞
伎
作
者
と
な
り
、
さ
ら
に
そ

の
子
が
婦
人
運
動
家
の
矢
島
せ
い
子
、
芸
能
演
劇
界
の
加
藤
大
介
、
沢
村
貞
子
と
な

り
、
長
門
裕
之
、
津
川
雅
彦
な
ど
今
日
に
そ
の
流
れ
を
継
い
で
い
る
。 

（「
幕
末
の
水
戸
藩
」 

山
川
菊
栄
） 


